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【解　説】

2（1）　（平均）

平均は、「平均＝合計÷個数」という式で求めることができます。

25×18＋14×15＝660（m）……クラス全員の記録の合計

660÷（18＋15）＝20（m）

（2）　（過不足算）

子どもの人数を□として図に整理すると、右のように

なります。

20＋4＝24（枚）

……�10枚ずつ配るときと７枚ずつ配るときの折り紙

の枚数の差

24÷（10－7）＝8（人）……子どもの人数

10×8－20＝7×8＋4＝60（枚）

（3）　（消去算）

Aのおもりの個数を３と５の最小公倍数である15個にそろえます。

15÷5＝3より、Bのおもり3×3＝9（個）とAのおもり15個の重さの合計は136×3＝408（g）

です。

15÷3＝5より、Bのおもり4×5＝20（個）とAのおもり15個の重さの合計は130×5＝650（g）

です。

よって、Ｂのおもりは、（650－408）÷（20－9）＝22（g）です。

（4）　（分数列）

すべての数を分母12の分数に直すと、 1
12 、

2
12 、

3
12 、 、 5

12 、
6
12 、

7
12 と�

なり、分子は１から順に整数が並
なら

んでいることがわかるので、左から４番目の分子は４

です。

よって、 4
12 ＝

1
3 とわかります。

（5）　（複合図形の求積）

求める面積は、直角三角形の面積から半径２㎝の扇
おうぎ

形
がた

の面積２つをひいたものと等しく

なります。２つの扇形の中心角の和は、180－90＝90（度）です。

6×4÷2－2×2×3.14× 90
360 ＝8.86（cm

2）

（6）　（体積比）

「Aの円すい」と「AとBを合わせた円すい」の相似比は、2：（2＋6）＝1：4です。

（1×1×1）：（4×4×4）＝1：64……「Aの円すい」と「AとBを合わせた円すい」の体積比

よって、AとBの体積比は、1：（64－1）＝1：63とわかります。

折り紙の枚数

10×□（枚）

7×□（枚） 20枚

4枚
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3 　（数表と規則）

（1）　１行に７個ずつ９行（＝10－1）並び、さらに３個の数が並びます。

よって、10行３列の数は、7×9＋3＝66とわかります。

（2）　1000÷7＝142あまり６より、１行に７個ずつ142行並び、さらに６個の数が並びます。

よって、1000は143行（＝142＋1）６列の数とわかります。

（3）　わくの真ん中の数はわくの中の５個の数の平均になっています。

1000÷5＝200……わくの真ん中の数

最も小さい数はわくの真ん中の数より８小さいので、200－8＝192とわかります。

4 　（食塩水のやりとりと濃
のう

度
ど

）

　　　操
そう

作
さ

を何回行っても、Ａ、Ｂともに食塩水の重さは300g（＝300－100＋100＝300＋100－

100）です。また、操作を何回行っても、Ａに含
ふく

まれる食塩の重さとＢに含まれる食塩の重さ

の合計は一定です。

（1）　300×0.14＝42（g）……初めのＡに含まれる食塩の重さ

300×0.02＝6（g）……初めのＢに含まれる食塩の重さ

42＋6＝48（g）

（2）　食塩水、食塩、水はどれも、ＡからＢに移すときは、 100
300 ＝

1
3 ずつＢに移り、Ｂから

Ａに移すときは、 100
300＋100 ＝

1
4 ずつＡに移ります。

42× 1
3 ＝14（g）……ＡからＢに移る食塩の重さ

（14＋6）× 1
4 ＝5（g）……ＢからＡに移る食塩の重さ

42－14＋5＝33（g）……操作を１回行った後のＡに含まれる食塩の重さ

48－33＝15（g）……操作を１回行った後のＢに含まれる食塩の重さ

（33－15）÷（42－6）＝ 1
2（倍）

（3）　「操作を１回行った後のＡに含まれる食塩の重さから、操作を１回行った後のＢに含まれ

る食塩の重さをひいた値」は、「操作を行う前のＡに含まれる食塩の重さから、操作を行

う前のＢに含まれる食塩の重さをひいた値」の 1
2 倍になります。

（42－6）× 1
2 ×

1
2 ×

1
2 ＝4.5（g）……�操作が３回終わったときのＡとＢの食塩の重さ

の差

（48－4.5）÷2＝21.75（g）……操作が３回終わったときのＢに含まれる食塩の重さ

21.75÷300＝0.0725→7.25％

5 　（平面図形の性質と求積）

（1）　四角形ＡＤＧＪは正方形です。この正方形の対角線の長さは、円の直径と等しく4×2＝8

（㎝）となります。

8×8÷2＝32（cm2）
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（2）　下の図のように、「ＡＦＨ」を選んでできる三角形は、頂
ちょう

角
かく

150度（＝360× 5
12 ）の二等辺

三角形２つと、360× 2
12 ＝60（度）より正三角形１つに分けることができます。

また、「ＡＢＤＥＦＨＩＪＬ」を選んでできる九角形は、頂角30度（＝360× 1
12 ）の二等辺

三角形６つと、正三角形３つに分けることができます。

頂角150度の二等辺三角形の面積と頂角30度の二等辺三角形の面積は等しい（下図参照）の

で、「ＡＦＨ」を選んでできる三角形の面積は、「ＡＢＤEＦＨＩＪＬ」を選んでできる九角

形の面積の2÷6＝1÷3＝ 1
3（倍）となります。

（3）　「ＡＢＥＦＩＪ」を選んでできる六角形は、頂角30度の二等辺三角形３つと、360× 3
12 ＝

90（度）より直角二等辺三角形３つに分けることができます。

頂角30度の二等辺三角形の底辺を４㎝とすると、高さは２㎝（＝4÷2）となります（下図参

照）。

4×2÷2×3＋4×4÷2×3＝36（cm2）

※Ｏは円の中心を表します

6 　（図形上の点の移動）

（1）　点Ｐ、点QがAを同時に出発して６秒後から、三角形PADの面積と三角形QADの面積の

差が減り始めているので、どちらかの点が６秒でAからBまで進んだことになります。
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点PはＡからBまで7.5秒（＝15÷2）かかるので、６秒でＡからBまで進んだのは点Ｑとわ

かります。

15÷6＝2.5（cm ／秒）

（2）　グラフのアは、点PがＡからBまで進む時間で、7.5秒です。

グラフのイは、点QがＡからCまで進む時間で、（15＋25）÷2.5＝16（秒）です。

（3）　面積の差がウcm2のとき、ＱはＤに着き、ＰはＣＤ上にあります。

ＱがＤに着くのは、（15＋25＋15）÷2.5＝22（秒後）で、このときの三角形ＱＡＤの面積は

０cm2です。

また、このときのＣＰの長さは、2×22－15－25＝4（cm）です。

よって、グラフのウにあてはまる数は、15×20÷2× 15－4
15

＝110（cm2）です。

7 　（立体の切断）

（1）　立方体Aの１つの面の面積を１とします。Aを１回切ると、その断面にAの１つの面と同

じ大きさの正方形が２つあらわれるので、表面積の和は２だけ増えます。

1×6＝6……Aの表面積

6＋2×2＝10……２回切ってできた立体の表面積の和

10÷6＝1 23（倍）

（2）　125＝5×5×5より、Aのたてを５等分、横を５等分、高さを５等分するように切ると125

個の立方体を作ることができるとわかります。よって、Aを切った回数は（5－1）×3＝12

（回）とわかります。

6＋2×12＝30……できた立方体の表面積の和

30÷6＝5（倍）

（3）　できる立体の表面積の和をできるだけ小さくするには、切る回数をできるだけ減らせば

よいので、たて、横、高さそれぞれで、切る回数をできるだけそろえればよいことがわ

かります。

0

（ｃｍ2）

6 20 22 27.5（秒）ア イ

Q
が
B

Ｐ
が
Ｃ

Ｑ
が
Ｄ

Ｐ
が
Ｄ

Ｐ
が
Ｂ

Ｑ
が
Ｃ

7.5 16

ウ
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648を素数の積で表すと648＝2×2×2×3×3×3×3となるので、648＝8×9×9、つまり、

たとえばたてを８つに、横を９つに、高さを９つに分けるように切れば、この条件を満

たす切り方となります。

（8－1）＋（9－1）＋（9－1）＝23（回）

8 　（場合の数）

（1）　A→Bの順に色を決めると、CとEはAと同じ色に、DはBと同じ色に決まるので、ぬり分

け方は全部で5×4×1×1×1＝20（通り）考えられます。

（2）　A→B→C→D→Eの順に色を決めていくと、ぬり分け方は全部で5×4×3×2×1＝120（通

り）考えられます。

（3）　「A、B、Cの色が異
こと

なるとき」と「A、Cの色が同じとき」に場合分けして考えます。

・「A、B、Cの色が異なるとき」

　A、B、Cの色のぬり分け方は、5×4×3＝60（通り）です。

　�たとえば、Aにぬった色を「白」、Bにぬった色を「黒」、Cにぬった色を「赤」とすると、

DとEの色は、（D、E）＝（白、黒）、（白、赤）、（黒、白）、（黒、赤）の４通り考えられます。

　よって、60×4＝240（通り）あります。

・「A、Cの色が同じとき」

　A、B、Cの色のぬり分け方は、5×4×1＝20（通り）です。

　�たとえば、Aにぬった色を「白」、Bにぬった色を「黒」、Cにぬった色を「白」、Aにぬっ

た色（白）とBにぬった色（黒）と異なる色を「Ｘ」とすると、DとEの色は、（D、E）＝（黒、

Ｘ）、（Ｘ、白）、（Ｘ、黒）の３通り考えられます。また、Ｘは5－2＝3（通り）考えられ

ます。

　よって、20×3×3＝180（通り）あります。

以上より、３色使ってぬり分けるとき、ぬり分け方は全部で240＋180＝420（通り）考え

られます。

　（別解）

どこに同じ色をぬるかに注目してみます。たとえば、１色目をAとC、２色目をBとD、

３色目をEにぬることを、（AとC、BとD、E）と表すことにすると、

（AとC、BとD、E）

（AとC、BとE、D）

（AとCとE、B、D）

（AとD、BとE、C）

（AとD、CとE、D）

（AとE、BとD、C）
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（A、BとD、CとE）

の７通りがあります。この７通りそれぞれについて、どの部分にどの色を使うかが5×4

×3＝60（通り）ずつあるので、ぬり分け方は全部で60×7＝420（通り）です。
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【解　説】
1　日本の工業に関する問題
問１（１）ａの原子力は2011年に発生し
た東日本大

だい

震
しん

災
さい

以
い

降
こう

急
きゅう

激
げき

に割
わり

合
あい

が減少
し、ｂのLNGの割合が増加しています。
　（２）産業廃

はい

棄
き

物
ぶつ

とは事業活動に伴
ともな

って
生じた、汚

お

泥
でい

、廃
はい

油
ゆ

、廃プラスチック類、
燃えがらなどを指します。家庭等から排

はい

出
しゅつ

される一
いっ

般
ぱん

廃棄物が市町村に処
しょ

理
り

責任
があるのに対し、排出事業者に処理責任
があり、市町村などの処理施

し

設
せつ

で処理す
ることができないなど扱いが大きく異な
ります。
問２　アは1970年の重化学工業と軽工業
で働く人の割合、ウは1960年の工業種
類別出荷額割合、エは2013年の重化学
工業と軽工業で働く人の割合です。
問３　2014年の大

おお

阪
さか

府の金属製品の出荷
額は約１兆4434億円で、全国の合計約
14兆2010億円の約10.2％を占

し

めます。
大阪府は事業所数でも全国の約14.7％を
占めて１位となっています。
問４　ウの食料品工業の製造品出荷額は、
北海道、愛知県、埼玉県、兵庫県の順に
なっています。アのせんい工業は愛知県、
大阪府、福

ふく

井
い

県、岡
おか

山
やま

県の順、イのパル
プ・紙工業は静

しず

岡
おか

県、愛
え

媛
ひめ

県、埼
さい

玉
たま

県、
北海道の順、エの電子回路デバイス電子
部品工業は三重県、長野県、広島県、宮

みや

城
ぎ

県の順です。
問５　イの包丁は金属工業の製品です。
問６　ハイブリッドカーは主としてエンジ
ンと電気モーターを組み合わせた動

どう

力
りょく

源
げん

を持つ車のことで、有害排出物を減らし
燃費を改

かい

善
ぜん

する効果があります。地球環
かん

境
きょう

を守るために、二酸化炭素や窒素酸化
物・硫黄酸化物などが、ほとんどあるい

は全く排出されないようなしくみになっ
ている車のことをエコカーといい、ハイ
ブリッドカーの他に電気自動車や天然ガ
ス車、燃料電池車などが実用化されてい
ます。
問７　イは韓

かん

国
こく

、ウはベトナム、エは中国
です。
2　日本の歴史に関する問題
問１　朝

ちょう

鮮
せん

戦争が始まった1950年に、マ
ッカーサーは警

けい

察
さつ

予備隊の創
そう

設
せつ

を指令し
ました。1952年に保安隊となり、1954
年以降自衛隊となりました。
問２　朝鮮戦争で必要となった大量の軍用
物資を、アメリカは日本に注文したため
特
とく

需
じゅ

景気となり、経
けい

済
ざい

活動が活発化しま
した。
問３　後鳥羽上

じょう

皇
こう

は鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

を倒
たお

そうとし
て、1221年に承久の乱

らん

を起こしました。
当初御

ご

家
け

人
にん

たちは動
どう

揺
よう

しましたが、北条
政子の演説により団結し、幕府軍が朝

ちょう

廷
てい

軍
ぐん

に圧勝しました。上皇は隠
お

岐
き

に流され、
以後朝廷の権

けん

威
い

は著しく失われ鎌倉幕府
の支配は全国に及

およ

ぶようになりました。
問４　鎌倉幕府は承久の乱後の1221年６
月、京都六

ろく

波
は

羅
ら

に朝廷の監
かん

視
し

の他、京都
の治安維

い

持
じ

、西国の御家人の統率などを
行う六波羅探題を設置しました。
問５　第一次世界大戦中、日本はアジアの
市場との関わりを減らしたヨーロッパ諸

しょ

国
こく

に代わって、工業製品の輸出を伸
の

ばし
ました。この結果好景気となった日本は、
「成金」と呼

よ

ばれる人々が生まれアジア
最大の工業国となりました。
問６　天智天皇の死後、弟の大

おお

海
あま

人
の

皇
おう

子
じ

と
子の大友皇子の間で後

こう

継
けい

争いが起きまし
た。これが壬申の乱です。
問７　壬申の乱で勝利を収めた大海人皇子
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は、天武天
てん

皇
のう

として即
そく

位
い

し673年から
686年の間在位しました。
問８（１）イはロシア兵が焼いている韓国
を示す栗を、イギリス人が日本人に取り
に行かせようとしている図で、日英同

どう

盟
めい

を風
ふう

刺
し

しています。アは鹿
ろく

鳴
めい

館
かん

の様子を
描
か

いた図、ウはイギリスのノルマントン
号が1886年に紀伊半島沖で沈没したノ
ルマントン号事件を風

ふう

刺
し

した図です。こ
の事件では船長以下イギリス人の船員は
ボートで脱

だっ

出
しゅつ

しましたが、日本人乗客は
全員が溺

でき

死
し

しました。その後の領事によ
る裁
さい

判
ばん

でイギリス人の船長は無罪（のち
禁
きん

固
こ

３ヶ月）となり、条約改正を求める
声が強くなりました。エは1894年から
1895年にかけて起きた日清戦争直前の
国際関係を示した図です。
　（２）内

うち

村
むら

鑑
かん

三
ぞう

はキリスト教徒の立場か
ら、幸徳秋水は社会主義の立場からそれ
ぞれ日

にち

露
ろ

戦争に反対しました。与
よ

謝
さ

野
の

晶
あき

子
こ

は雑
ざっ

誌
し

「明星」に「君死にたまふこと
なかれ」という反戦詩を発表しました。
吉
よし

野
の

作
さく

造
ぞう

は民本主義を唱えた学者です。
問９（１）ポーツマス条約により、エの北

ほく

緯
い

50度以南の樺太がロシアから日本に
割
かつ

譲
じょう

されました。アの澎
ぼう

湖
こ

諸
しょ

島
とう

、イの台
たい

湾
わん

は日清戦争後の下関条約で日本の支配
下に入りました。ウの朝鮮半島は1910
年に日本の領土に併

へい

合
ごう

されました。
　（２）日露戦争の講和条約であるポーツ
マス条約は、アメリカのルーズベルト大
統領の仲立ちによりアメリカのポーツマ
スで1905年に結ばれました。日本代表
は外務大臣の小

こ

村
むら

寿
じゅ

太
た

郎
ろう

、ロシア代表は
ウィッテでした。
問10　関ヶ原の戦いは、東軍の徳川家康
と西軍の石田三成の間で行われ、東軍側

が勝利を収
おさ

めました。関ヶ原の戦
せん

場
じょう

跡
あと

は
現在の岐

ぎ

阜
ふ

県関ヶ原町にあります。
問11　譜

ふ

代
だい

大名は与えられた石高は多く
ありませんでしたが、老中や若

わか

年
どし

寄
より

とい
った江

え

戸
ど

幕府の要職につきました。江戸
末期で約150家ありました。
3　日本の歴史に関する問題
　最初にＡ～Ｆの人物を確定します。Ａは
平
ひら

塚
つか

雷
らい

鳥
ちょう

、Ｂは紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

、Ｃは北条政子、
Ｄは推

すい

古
こ

天皇、Ｅは津
つ

田
だ

梅
うめ

子
こ

、Ｆは卑
ひ

弥
み

呼
こ

です。
問１　平塚雷鳥が「青

せい

鞜
とう

」を創
そう

刊
かん

したのは
1911年のことで、その後市

いち

川
かわ

房
ふさ

枝
え

らと
婦人の参

さん

政
せい

権
けん

獲
かく

得
とく

運動を展開しました。
福
ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

は1835（天保５）年に生まれ、
1901（明治34）年に死去しています。
石川啄木は詩人、野口英世は黄熱病など
の研究者、武

む

者
しゃの

小
こう

路
じ

実
さね

篤
あつ

は作家です。
問２　婦人の参政権が認

みと

められたのは、第
二次世界大戦後の1945年12月に改正衆

しゅう

議
ぎ

院
いん

議員選挙法が公布されてからのこと
です。
問３　藤

ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

は、娘
むすめ

を次々に天皇などの
后
きさき

としました。三女の威
い

子
し

が後一条天皇
の后

きさき

になる日に詠
よ

んだのが有名な「望月
の歌」です。平等院は、1052年に道長
の子である頼

より

通
みち

が宇治にあった別
べっ

荘
そう

を寺
にしたことから始まる寺院で、鳳凰堂は
翌
よく

1053年に阿
あ

弥
み

陀
だ

堂
どう

として完成しまし
た。藤原氏として最初に関白の地位に就
いたのは藤原基経で、887年のことです。
臨
りん

済
ざい

宗
しゅう

は鎌倉時代に栄西が日本に伝えた
仏教の宗

しゅう

派
は

です。
問４　ひらがなは漢字をくずした草書体か
ら、カタカナは漢字の一部の字画を省略
して生まれました。
問５　1159年の平治の乱で敗れた 源

みなもとの

頼
より

朝
とも

社会─解答と解説



は伊
い

豆
ず

に流されていましたが、以
もち

仁
ひと

王
おう

が
平氏追

つい

討
とう

の令
りょう

旨
じ

を発したことに応じて、
1180年にアの伊豆で挙兵しました。イ・
ウ・エはいずれも源氏と平氏の間の戦い
が行われた場所で、イの倶

く

利
り

伽
か

羅
ら

峠
とうげ

の戦
いは1183年６月、ウの一ノ谷の戦いは
1184年２月、エの屋島の戦いは1185年
２月にそれぞれ起きました。
問６　室町時代になると守護が一国を支配
する守護大名に変化していきます。守護
大名はのちに一部が戦国大名となってい
きました。一方守護代や国人などに地位
を奪

うば

われ没
ぼつ

落
らく

した守護大名も現れまし
た。
問７　法

ほう

隆
りゅう

寺
じ

は聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

らが607年に完成
させたと伝えられています。アは東大寺
大
だい

仏
ぶつ

殿
でん

、ウは唐
とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

金堂、エは薬師寺
東
とう

塔
とう

です。
問８　６世紀中

なか

頃
ごろ

に伝来した仏教の受容を
めぐって対立したのは蘇

そ

我
が

氏
し

と物部氏
で、その結果587年に蘇我馬子が物部守
屋を滅ぼしました。中

なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

らが蘇我
氏を滅

ほろ

ぼしたのは645年の事ですから、
エが誤

あやま

りとなります。
問９　1871年に政府は、不平等条約の改
正を主な目的として使節団を欧

おう

米
べい

に派
は

遣
けん

しました。使節団の代表は岩
いわ

倉
くら

具
とも

視
み

で、
木
き

戸
ど

孝
たか

允
よし

、大久保利通、伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

らとと
もに多数の留学生が加わっていました。
問10　ハリスは1856年に日本に来日し日
米修好通商条約を締

てい

結
けつ

し、初代駐
ちゅう

日
にち

アメ
リカ公使となった人物です。ベルツはド
イツから来日した医師、クラークはアメ
リカから来日して札幌農学校の教頭を務
めた人物、モースはアメリカから来日し
て大
おお

森
もり

貝
かい

塚
づか

を発見した人物です。
問11　弥

やよ い

生時代の遺
い

跡
せき

である吉
よし

野
の

ヶ
が

里
り

遺

跡からは、濠
ほり

や敵を発見するための望
ぼう

楼
ろう

、高
たか

床
ゆか

倉
そう

庫
こ

のあとなどが発見されてい
ます。『魏志』倭人伝には、邪

や

馬
ま

台
たい

国
こく

に
身分の差があったこと、入

い

れ墨
ずみ

の風習が
あったことなどの様子が描

か

かれていま
す。邪馬台国はその所在地をめぐって九
州説と畿

き

内
ない

説に分かれています。アは鎌
倉時代、ウは江戸時代、エは旧石器時代
の様子です。
問12　『魏志』倭人伝には、３世紀初め頃
に、卑

ひ

弥
み

呼
こ

という女王が呪
じゅ

術
じゅつ

をもって、
邪馬台国を治めていたことが記されてい
ます。『宋書』倭国伝には５世紀頃の日
本の様子が、『後漢書』東夷伝には１世
紀半ば頃の日本の様子が、『漢書地理志』
には紀元前１世紀の日本の様子が描かれ
ています。
問13　平

ひら

塚
つか

雷
らい

鳥
ちょう

は明治時代～昭和時代、
紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

は平安時代、北条政子は鎌倉時
代、推

すい

古
こ

天皇は飛鳥時代、津
つ

田
だ

梅
うめ

子
こ

は江
戸時代～昭和時代、卑弥呼は弥生時代の
人物ですから、Ｆ→Ｄ→Ｂ→Ｃ→Ｅ→Ａ
となります。
4　国会に関する問題
問１　法

ほう

律
りつ

案
あん

は国会議員か内
ない

閣
かく

が提出でき
ます。議員提出のものを議員立法、内閣
提出のものを政府立法といいます。
問２　法律を制定すること（＝立法）は国
会にしか認

みと

められていません。
問３（１）投票率も関心度も年齢が下がる
につれて低下していて、この状態が続く
と政
せい

党
とう

は投票率の高い高
こう

齢
れい

者
しゃ

層
そう

の利益を
優
ゆう

先
せん

した政
せい

策
さく

を打ち出す傾
けい

向
こう

、いわゆる
「シルバー民主主義」が生まれてくるな
ど、世代間の公平という観点からは問題
が生じる可能性があります。
　（２）衆

しゅう

議
ぎ

院
いん

で内閣不信任の決議案を可
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決、または信任の決議案を否
ひ

決
けつ

したとき
は、10日以内に衆議院が解散されない
限り内閣は総辞職します。内閣が衆議院
を解散した場合、40日以内に総選挙が
行われます。
問４（１）衆議院議員の定数は2014年以

い

降
こう

、480人から475人に変
へん

更
こう

されました。
小選挙区から295人、11の比例区から
180人が選出されます。小選挙区制は一
選挙区から１名の代表を選出する方法
で、有

ゆう

権
けん

者
しゃ

が候
こう

補
ほ

者
しゃ

をよく知ることがで
きる反面、死票が多くなるなどの短所も
あります。
　（２）一票の格差とは国会議員１人あた
りの有権者数が選挙区によって異

こと

なるた
め、一票の価

か

値
ち

に差が生まれ、憲
けん

法
ぽう

第
14条で保

ほ

障
しょう

された平等権を侵
しん

害
がい

してい
ることをいい、裁

さい

判
ばん

所
しょ

はその是
ぜ

正
せい

を判決
で命じています。そのため今回の参議院
選挙からどの都道府県からも最低１人の
参議院議員が選出される制度を改め、鳥
取県と島根県、高知県と徳島県を合わせ
て１つの選挙区とする改正公職選挙法が
2015年７月に成立し、それにより一票
の格差は最大3.08倍に縮

ちぢ

まりました。
　（３）2015年６月に選挙で投票できる年

ねん

齢
れい

を「20歳
さい

以上」から「18歳以上」に
引き下げる改正公職選挙法が成立し、
2016年７月の参議院選挙で初めて18歳
と19歳の人が国政選挙で投票しました。
問５　国会の本会議の表決については、憲
法第56条で、「両議院の議事は、（中略）
出席議員の過半数でこれを決し、可

か

否
ひ

同
数のときは、議長の決するところによ
る。」と定められています。本会議の定
足数については、同じく憲法第56条で、
「両議院は、各々その総議員の三分の一

以上の出席がなければ、議事を開き議決
することができない。」と定められてい
ます。
問６　通常国会（常会）は毎年１回１月か
ら会期150日間で開かれます。特別国会
（特別会）は、衆議院の解散による総選
挙の日から30日以内に召

しょう

集
しゅう

される国会
で、すべての案件に先だって内閣総理大
臣の指名を行います。臨

りん

時
じ

国会（臨時会）
は内閣またはどちらかの議院の総議員の
４分の１以上の要求があった時に臨時に
開かれます。衆議院の解散中に、次の国
会の召集を待てないほど緊

きん

急
きゅう

なことがあ
った場合に開かれるのが参議院の緊急集
会です。この緊急集会で決まった内容は、
次の国会開会後10日以内に衆議院の同
意を得なければ、その効力を失います。
問７　条約を結ぶのは内閣の仕事ですが、
国会の承

しょう

認
にん

がないと効力が発生しません。
問８　法律の制定（これは再議決を必要と
します）、予算の議決、条約の承認、内
閣総理大臣の指名については、衆議院の
優
ゆう

越
えつ

が認められています。また衆議院に
は、予算の先議権と内閣不信任の決議を
することが認められています。衆議院の
優越が認められる理由は、衆議院の方が
参議院よりも任期が短く解散もあるた
め、国民の意思をより反

はん

映
えい

している、と
考えられているからです。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない
場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
��…－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合
��…－１点
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小学6年  理科  ── 解答と解説

1

□1　各4点×6＝24点
□2　（7）（8）各4点×2＝8点
　　他各3点×6＝18点
□3　（2）（3）各1点×5＝5点
　　（5）記号2点  理由3点
　　（10）4点
　　他各2点×6＝12点
□4　各4点×6＝24点

計100点

（配点）

2

3

（3） （4）

38 39

（完答） 

 40 41

座

27 28 29 30

（1） （2） （3） （4） 44 45 46 47

（6） （7） （8） （9）

31 32 33 34

（5） （6） （7） （8）

4

49 50 51

（1） （2） （3）

g ／cm3

52 53 （完答）54

（4） （5） （6）

g と

21 22 23 42

（1） （2） （3）

mg

24 25 26

（4） （5） （6）

mg mg mg

星
座

星
Ｃ

星
Ｄ

（1） （2）

（完答）35 36 37

座① ② ③ 星
座

星
Ａ

（5）

43

（10）

48

記
号

理
由

オリオン ベテルギウス リゲル ウ

東 西南 おおいぬ シリウス

酸素 ウ 光合成 葉緑体

ア カ ア カ

でんぷん エ ウ エ

① ③ 1.2

51.4 ウ　　カ オ

ア イ 720

850 5000 45

地 球 が 自 転 し て い

る か ら 。

エ

月 の 自 転 と 公 転 が 同 じ 向 き で

同 じ 周 期 だ か ら 。
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1

□1　各4点×6＝24点
□2　（7）（8）各4点×2＝8点
　　他各3点×6＝18点
□3　（2）（3）各1点×5＝5点
　　（5）記号2点  理由3点
　　（10）4点
　　他各2点×6＝12点
□4　各4点×6＝24点

計100点

（配点）

2

3

（3） （4）

38 39

（完答） 

 40 41

座

27 28 29 30

（1） （2） （3） （4） 44 45 46 47

（6） （7） （8） （9）

31 32 33 34

（5） （6） （7） （8）

4

49 50 51

（1） （2） （3）

g ／cm3

52 53 （完答）54

（4） （5） （6）

g と

21 22 23 42

（1） （2） （3）

mg

24 25 26

（4） （5） （6）

mg mg mg

星
座

星
Ｃ

星
Ｄ

（1） （2）

（完答）35 36 37

座① ② ③ 星
座

星
Ａ

（5）

43

（10）

48

記
号

理
由

オリオン ベテルギウス リゲル ウ

東 西南 おおいぬ シリウス

酸素 ウ 光合成 葉緑体

ア カ ア カ

でんぷん エ ウ エ

① ③ 1.2

51.4 ウ　　カ オ

ア イ 720

850 5000 45

地 球 が 自 転 し て い

る か ら 。

エ

月 の 自 転 と 公 転 が 同 じ 向 き で

同 じ 周 期 だ か ら 。
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【解　説】

1　気体のとけ方についての問題

（1）図１のグラフを見ると、二酸化炭素に

加わる圧力が１気圧・２気圧・３気圧と

増えるにしたがって、20℃の水100gに

溶 け る 二 酸 化 炭 素 の 量 が180mg・

360mg・540mgと２倍・３倍に増えてい

るため、二酸化炭素に加わる圧力と溶け

る二酸化炭素の量には正比例の関係があ

るとわかります。

（2）図２のグラフを見ると、水の温度が０

℃・10℃・20℃・30℃…と上昇するに

つれて、水100gに溶ける二酸化炭素の

量 は340mg・250mg・180mg・130mg…

と減り続けていることがわかります。こ

のことから、水の温度が高くなるほど二

酸化炭素は水に溶けにくくなる（＝水の

温度が低くなるほど二酸化炭素は水によ

く溶けるようになる）といえます。

（3）図１のグラフにより、二酸化炭素に加

わる圧力が１気圧の状態では、20℃の

水100gに180mgの二酸化炭素が溶けてい

て、二酸化炭素に加わる圧力と水に溶け

る二酸化炭素の量には正比例の関係があ

ることがわかっているので、４倍の４気

圧にしたときは、180×4＝720（mg）の二

酸化炭素が溶けることになります。

（4）図２のグラフを読み取ることによっ

て、二酸化炭素に加わる圧力が１気圧の

状態で、０℃の水100gには二酸化炭素

が340mg溶けるとわかるため、水の量を

2.5倍の250gに増やしたときは、340×

2.5＝850（mg）の二酸化炭素が溶けると

考えられます。

（5）図２のグラフで、40℃の水100gに溶

ける二酸化炭素の量を読み取ると100mg

になります。このことから、水の量を

10倍の１kg（＝1000g）に、二酸化炭素に

加わる圧力を５倍の５気圧に変えたとき

には、100×10×5＝5000（mg）の二酸化

炭素が溶けるとわかります。

（6）二酸化炭素に加わる圧力が１気圧の

状態で、20℃の水100gには180mgまで二

酸化炭素を溶かすことができるので、水

の量を５倍の500gに（水１mLは１gなの

で）、二酸化炭素に加わる圧力を0.05倍

の0.05気圧に変えたときには、180×5×

0.05＝45（mg）まで二酸化炭素を溶かす

ことができます。

2　植物の活動についての問題

（1）明るい場所に置いた植物は光合成を

さかんに行っていて気
き

孔
こう

から酸素を出し

ます。この酸素は水に溶けにくい性質が

あるため、図１のような方法で試験管内

に集めることができます。

（2）酸素にはものが燃えるのを助けるは

たらき（これを助
じょ

燃
ねん

性
せい

といいます）がある

ので、小さな火がついている線香を酸素

の中に入れると、大きなほのおをあげて

はげしく燃えるようになります。

（3）植物は１日中呼吸をしていますが、明

るいときは光合成がさかんに行われてい

て、二酸化炭素が吸収されて酸素が放出

されます。

（4）光合成は植物の細胞内にある葉
よう

緑
りょく

体
たい

とよばれる部分で行われています。

（5）葉緑体を持つ植物は、光合成によって
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光のエネルギーを利用して二酸化炭素と

水からでんぷんと酸素を作っています。

（6）光合成をしたあとにつみ取った葉を

熱湯につけてやわらかくしたのち、あた

たかいアルコールに十分ひたして葉の色

をうすくして、再度お湯につけてアルコ

ールを洗い流した葉に茶かっ色のヨウ素

液をたらすと、でんぷんに反応して青む

らさき色に変化します。このような方法

で葉にでんぷんができていることを確か

めることができます。

（7）LED電球までの距離が２倍・３倍・

４倍になると、水草に当たる光の強さ（明

るさ）が 1
4 倍・

1
9 倍・

1
16 倍になる

ことがわかっているので、 1
16 の明る

さであわが６個、 1
9 の明るさであわ

が11個、 1
4 の明るさであわが24個、

１の明るさであわが96個出ていること

になります。すると、明るさが 1
16 か

ら 1
4 へ４倍になると出ているあわの

数も６個から24個へ４倍になっていて、

明るさが 1
16 から１へ16倍になると出

ているあわの数も６個から96個へ16倍

になっていることから、明るさとあわの

数はほぼ正比例の関係があるといえま

す。したがって、正比例の関係を表す『ウ』

のグラフが答えとなります。

（8）葉に当たる光の色を変えたときに、む

らさき色や赤色では普通のLED電球の

光を当てたときと変わらずたくさんのあ

わが出ていることがわかります。しかし、

緑色や黄色の光を当てたときは出ている

あわの数が 1
10 以下になっています。こ

のことから、『エ』の文が正しいといえま

す。

3　星や月の観察についての問題

（1）スケッチの中央に見られる、星どうし

を線で結ぶと砂時計のような形になる星

座がオリオン座です。このオリオン座は、

右図のように

東の空からな

なめにのぼっ

ていき、南中

したときにち

ょうど砂時計が立ったように見えること

から、スケッチした正面の方角が南、向

かって左手の方角が東、向かって右手の

方角が西となります。

（2）南中したオリオン座が見えていると

き、その左下にあってひときわかがやい

ている１等星がおおいぬ座のシリウスで

す。

（3）オリオン座の中で、左上にあって赤色

にかがやいている１等星がベテルギウ

ス、右下にあって青白色にかがやいてい

る１等星がリゲルです。（2）の答えとな

るシリウス、オリオン座のベテルギウス、

こいぬ座のプロキオンをそれぞれ結んで

できる三角形を冬の大三角（形）とよんで

います。

（4）星の明るさはもともと、夜空にかがや

く恒星の中で最も明るいものを１等星、

肉眼で見られるぎりぎりの明るさのもの

を６等星とし、１等星は６等星の100倍

の明るさとしています。すると１等級の

明るさのちがいは約2.5倍となり、２等

星は３等星の2.5倍明るい星で、１等星

は２等星のさらに2.5倍明るい星である

東 南 西
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ことから、１等星は３等星とくらべて、

2.5×2.5＝6.25（倍）ほど明るいといえま

す。したがって、答えは『ウ』になります。

（5）地球が西から東に自転していること

によって、地球上からは太陽などの恒星

が東の地平線からのぼり、南の空の高い

ところを横切るように動き、やがて西の

地平線にしずんでいくように見えます。

このことから考えて、今南中しているオ

リオン座も同じように時間と経過ととも

にエの方向に移動して見えると考えられ

ます。

（6）冬の代表的な星座であるオリオン座

は、冬至の日にあたる12月20日ごろの

真夜中０時にほぼ南中し、観察した春分

の日の同じ真夜中にはほぼ西の地平線に

しずんでしまうことから考えて、図１の

スケッチは日没直後のものであることが

わかります。また、夕方18時ごろから

21時ごろにかけて西の空に見られるは

ずの三日月があることからも、この観察

を行ったのは19時前後であったと判断

できます。

（7）地球のま

わりを月が

公転してい

る様子を描

いた右図に

おいて、地

球から三日月が見られるのは図に示され

たような位置に月があるときです。この

とき、月面に立っている人から地球を見

たとすると、向かって左半分は太陽光線

が当たってすべて明るく、右はしに少し

太陽光線が当たらなくて暗い部分ができ

るように見えることから、答えは『カ』に

なります。

（8）月が地球のまわりを１周公転する周

期はおよそ27.3日なので、１日におよそ

13度ほど公転し、同じ向きに太陽のま

わりを地球が１度ほど公転することも考

え合わせると、翌日の同じ時刻に月を観

察しても12度ほど東の方にずれた位置

に変わっていることになります。このこ

とから、西の空に見られた三日月を翌日

の同じ時刻に観察すると、少し南の空の

高い位置にもどるような位置に移動して

見えます。

（9）月はおよそ29.5日を１周期として、新

月→上げんの月→満月→下げんの月→新

月と形を変えて見えるので、新月から上

げんの月へと変化する間に見られる三日

月から15日ほど経過すると、満月から

下げんの月へと変化する間に見られるよ

うな『カ』の形の月に変わっていると考え

られます。

（10）月の自転する周期と公転する周期は

ともに27.3日でほぼ等しく、自転と公転

の向きも同じであることによって、地球

からはいつも同じ向きの月面しか見るこ

とができません。

4　ものの重さと体積についての問題

（1）1cm3の水は１gなので、グラフ中で

15cm3の重さが15gとなっている液体①

が水であると考えられます。

（2）グラフ中において、40cm3の液体③は

30gになっているため、この密度（１cm3

地球

月
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あたりの重さ）は、30÷40＝0.75（g/cm3）

しかなく、水に入れたときは浮いてしま

うと考えられます。

（3）グラフ中において、固体エは体積が

25cm3で重さが30gとなっていることか

ら、この密度（１cm3あたりの重さ）は、

30÷25＝1.2（g/cm3）と求められます。

（4）グラフ中において、固体オは体積が

35cm3で重さが30gとなっていることが

わかります。同じ物質（同じ材質）ででき

ているならば密度も等しくなるため、図

１のように体積が、3×4×5＝60（cm3）

の直方体の重さは、30× 60
35 ＝51.42…

→51.4（g）になるはずです。

（5）固体ウは体積が20cm3で重さが10gに

なっていて、固体カは体積が40cm3で重

さが20gになっています。この２つはど

ちらも密度が0.5g/cm3となっていること

から、同じ物質でできてる固体だと判断

できます。

（6）上のグラフ中において、①を通る直線

が液体①と同じ密度の体積と重さの関係

を示しているため、この直線より右下に

位置しているものは液体①より密度が小

さいので液体①に浮き、左上に位置して

いるものは液体①より密度が大きいので

液体①にしずむことになります。③を通

る直線についても同様のことが言えるの

で、この２つの直線ではさまれた間にあ

る固体オだけが、液体①に入れたときは

浮き、液体③に入れたときはしずむと考

えられます。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがってい
ない場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
��…－１点
・�文章表現の不備がある場合
��…－１点

3（10）
・�『周期』ということばが入ってい
ない場合…不正解

ア

体積（cm3）

重
さ
（
ｇ
）

30

20

10

0 10 20 30 40

イ
①
ウ

エ オ ③

カ

②
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【
解　

説
】

　

�　

加か

藤と
う

秀ひ
で

俊と
し

の
「
暮く
ら

し
の
思
想
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

問
一　

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

Ａ�　
「
…
…
多
く
の
」
と
、「
多
い
」
を
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

す
る
「
じ
つ
に
」
が
入

り
ま
す
。「
さ
ら
に
多
く
の
」
と
、
ほ
か
の
な
に
か
と
比ひ

較か
く

し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｂ�　
「
べ
つ
に
…
…
余
地
は
な
い
」
と
、
打
ち
消
し
の
こ
と
ば
と
呼
応

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
な
に
か
と
比
較
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、「
む
し
ろ
」
は
入
り
ま
せ
ん
。

　

Ｃ�　
「
つ
い
ぞ
…
…
な
い
」
と
、
打
ち
消
し
の
こ
と
ば
と
呼
応
し
ま
す
。

「
つ
い
ぞ
…
…
な
い
」
は
、
そ
れ
ま
で
一
度
も
…
…
な
い
と
い
う
意

味
に
な
り
ま
す
。

　

Ｄ�　
「
で
は
な
く
、
む
し
ろ
…
…
で
あ
る
」
と
な
り
ま
す
。「
む
し
ろ

…
…
」
は
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
と
す
れ
ば
…
…
と
い
う
意
味
に
な
り
ま

す
。

問
二　
「
後
世
の
史
家
…
…
日
本
人
の
生
活
を
再
構
成
す
る
」
と
い
う
の

は
、
後
世
の
史
家
が
「
そ
れ
」
を
見
て
、
日
本
人
の
生
活
が
ど
う
で
あ

っ
た
か
を
推
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の

段
落
で
「
後
世
の
ひ
と
が
、
現
代
人
の
日
記
を
利
用
す
る
こ
と
は
あ
ろ

う
が
」
と
話
を
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
を
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。
後
世
の

史
家
が
、
二
十
世
紀
の
日
本
人
の
生
活
を
再
構
成
す
る
た
め
に
、（
二

十
世
紀
に
書
か
れ
た
）
現
代
人
の
日
記
を
参
考
に
す
る
と
し
て
も
…
…

と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

問
三　

直
後
に
「
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
た
ぶ
ん
変
化
の
感
覚
、

と
で
も
名
付
け
る
べ
き
特と
く

殊し
ゅ

な
感
覚
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」「
そ
の
感

覚
が
今
日
と
い
う
日
に
特
殊
な
意
味
を
あ
た
え
る
」
と
あ
る
こ
と
、
本

文
の
終
わ
り
の
ほ
う
に
「
お
も
し
ろ
い
、
と
思
っ
た
と
き
、
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
押お

す
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、
個
別
的
瞬し
ゅ
ん

間か
ん

に
意
味
を
あ
た
え
る
作

業
な
の
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
こ
と
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。
日
本
人
は
、

日
常
に
な
ん
ら
か
の
変
化
を
見
出
し
た
と
き
、
そ
の
ま
ま
見
過
ご
す
の

で
は
な
く
、
写
真
に
残
し
た
り
、
文
章
に
し
た
り
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
そ
の
で
き
ご
と
に
特
別
な
意
味
づ
け
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
の

で
す
。

問
四　

こ
の
前
後
に
「
日
記
と
い
う
の
は
、
日
々
が
変
化
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
た
と
き
は
じ
め
て
成
立
す
る
の
だ
」、「
日
記
は
、
個
人
の
人
生
が

変
化
に
と
み
、
可
能
性
に
と
ん
だ
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
と
き
に

は
じ
ま
る
の
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
こ
と
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。
人
々
の

生
活
に
変
化
が
生
ま
れ
る
と
日
記
が
は
じ
ま
る
、
そ
の
日
記
は
、
比
較

的
最
近
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
人
々
の
生
活
に
変
化
が
生
ま
れ
た

の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
五　

こ
の
部
分
の
前
後
に
、「
西
洋
の
ば
あ
い
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
、
日

本
で
も
…
…
室む
ろ

町ま
ち

時
代
に
日
記
の
傑け
っ

作さ
く

が
つ
く
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
」

「
多
く
の
ひ
と
は
、
少
年
時
代
か
ら
青
年
時
代
に
か
け
て
日
記
を
つ
け

る
」「
旅
行
に
出
る
と
、
ほ
と
ん
ど
反
射
的
に
経
験
を
記
録
す
る
よ
う

に
な
る
の
だ
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
変
化
を
感
じ
と
れ
る

時
期
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
生
活
の
『
安
定
』
…
…
日
記
を
書
く

習
慣
は
そ
の
と
き
で
ば
っ
た
り
と
絶
え
て
し
ま
う
」
と
あ
る
こ
と
に
着

目
し
ま
し
ょ
う
。「
ウ
」
が
不
適
当
で
す
。

1
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問
六　

ひ
と
は
「
変
化
」
を
感
じ
た
と
き
に
日
記
を
つ
け
た
く
な
る
の
だ

と
い
う
こ
と
が
何
度
も
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

問
七　

ポ
イ
ン
ト
は
、
ひ
と
は
変
化
を
感
じ
た
と
き
に
日
記
を
書
く
衝し
ょ
う

動ど
う

が
起
き
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ア�　
「
ア
」
は
変
化
と
は
な
ん
の
関
係
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
「
ア
」

の
内
容
は
本
文
に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

イ�　

本
文
に
「
日
本
人
は
、
た
と
え
ば
西
洋
人
に
く
ら
べ
て
、
も
の
ご

と
を
よ
り
多
く
『
変
化
』
の
相
に
お
い
て
と
ら
え
る
こ
と
の
好
き
な

民
族
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
日
本
人
は
日
記
を
書
く
の

で
す
。

　

ウ�　
「
ウ
」
の
よ
う
な
内
容
は
本
文
に
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

日
記
を
書
く
こ
と
と
は
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

エ�　
「
変
わ
ら
な
い
真
理
を
見
い
出
す
」
が
誤
り
で
す
。
こ
れ
は
む
し

ろ
西
洋
人
の
も
の
の
見
方
で
す
。

　

オ�　

本
文
に
「
日
本
人
は
神
々
に
た
い
し
て
『
永
遠
』
を
祈き

念ね
ん

す
る
の

で
は
な
く
…
…
む
し
ろ
、『
瞬
間
的
』
か
つ
『
個
別
的
』
な
も
の
へ

の
関
心
が
高
ま
る
の
だ
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
記
を

書
く
と
い
う
の
は
「
個
別
的
瞬
間
に
意
味
を
あ
た
え
る
作
業
」
な
の

だ
と
あ
り
ま
す
。「
オ
」
は
本
文
の
内
容
に
合
っ
て
い
ま
す
。

問
八　
「
平
家
物
語
」
は
隆り
ゅ
う

盛せ
い

を
ほ
こ
っ
た
平
家
一
門
が
滅ほ
ろ

び
て
い
く
さ

ま
を
描
い
た
作
品
で
、
そ
の
根
底
に
は
、
い
つ
ま
で
も
同
じ
も
の
は
な

い
と
い
う
思
想
が
流
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
「
無
常
感
」
と
い
い
ま
す
。

問
九　

本
文
の
な
か
で
は
、
西
洋
人
は
「
神
々
を
は
る
か
か
な
た
の
別
世

界
に
あ
お
ぐ
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
宗
教
を
「
む
こ
う
が
わ
」
の

問
題
と
し
て
と
ら
え
る
見
方
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
人
は

（
神
々
を
）「
日
常
の
世
界
に
ひ
き
お
ろ
し
て
現
世
化
す
る
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
こ
ち
ら
が
わ
」
の
問
題
と
し
て
の
宗
教
の
と

ら
え
方
で
す
。

問
十　

こ
の
あ
と
に
「（
日
本
の
日
記
は
）
じ
ぶ
ん
じ
し
ん
と
い
う
個
別

的
存
在
に
む
け
て
の
自
由
な
会
話
な
の
だ
」、「
し
か
し
、
西
洋
の
日
記

は
…
…
会
話
の
相
手
は
唯ゆ
い

一い
つ

絶
対
の
神
な
の
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

�　

重
松
清
の
「
ゼ
ツ
メ
ツ
少
年
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

問
一　

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

Ａ�　
「
よ
く
な
か
っ
た
か
な
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

「
自
信
な
さ
そ
う
に
」
な
り
ま
す
。

　

Ｂ�　
「
勉
強
は
も
う
ち
ょ
っ
と
…
…
」
に
は
軽
い
冗じ
ょ
う

談だ
ん

が
ふ
く
ま
れ
て

い
ま
す
か
ら
、「
笑
い
な
が
ら
」
が
ふ
さ
わ
し
い
で
し
ょ
う
。「
に
っ

こ
り
と
」
だ
と
冗
談
の
意
味
合
い
が
消
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

Ｃ�　

直
前
の
「
う
と
ま
し
く
思
い
、
ね
た
ん
で
し
ま
う
」
か
ら
、「
冷

や
や
か
な
」
よ
う
す
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

Ｄ　
「
に
っ
こ
り
と
微ほ
ほ

笑え

ん
で
」
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

Ｅ　

返
事
を
し
な
い
の
は
ふ
て
く
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

問
二　
「
ひ
る
む
」
は
た
だ
緊き
ん

張ち
ょ
う

す
る
の
で
は
な
く
て
、
相
手
に
お
び
え
、

た
め
ら
っ
て
い
る
よ
う
す
を
表
し
ま
す
。

問
三　

本
文
の
後
半
に
、「
お
父
さ
ん
が
と
き
ど
き
言
っ
て
い
た
『
大
変

2
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な
こ
と
』
と
は
、
つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
」
と
あ
り
、「
い

じ
め
の
標
的
が
変
わ
っ
た
。
リ
ュ
ウ
が
ニ
シ
ム
ラ
く
ん
の
身
代
わ
り
に

な
っ
た
」
と
つ
づ
い
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
お
父
さ
ん
は
、
正
義
感
の

強
い
リ
ュ
ウ
が
い
じ
め
の
標
的
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い

た
の
で
す
。

　

※�　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従し
た
が

っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正

解
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
誤
字
脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、

二
つ
あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
ま

た
解
答
の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

問
四　

男
子
と
女
子
と
が
入
り
交
じ
っ
て
遊
ん
だ
り
、
は
い
は
い
は
ー
い

と
わ
れ
さ
き
に
手
を
挙
げ
る
光
景
か
ら
は
、い
か
に
も
子
ど
も
ら
し
い
、

無む

邪じ
ゃ

気き

さ
、
素
直
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
素
直
さ
が
失
わ
れ

る
と
、
か
わ
り
に
、
ひ
と
を
う
と
ま
し
く
思
っ
た
り
、
ね
た
ん
だ
り
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
陰か
げ

口ぐ
ち

が
は
じ
ま
り
、

い
じ
め
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

問
五　

こ
の
こ
と
が
リ
ュ
ウ
へ
の
い
じ
め
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、

こ
の
と
き
か
ら
、
ウ
エ
ダ
が
、
リ
ュ
ウ
を
う
ら
む
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
み
ん
な
の
前
で
恥は
じ

を
か
か
さ
れ
た
と
思
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

問
六　
「
風
が
ま
た
吹ふ

く
。
や
は
り
、
じ
っ
と
り
と
重
い
」
と
い
う
こ
と

ば
が
あ
り
ま
す
。「
や
は
り
」
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
、
こ
れ
以
前
に

「
じ
っ
と
り
と
重
い
」
風
が
吹
い
た
の
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

問
七　

リ
ュ
ウ
は
空
の
か
な
た
で
お
母
さ
ん
が
微
笑
ん
で
く
れ
た
り
、
軽

く
に
ら
ん
だ
り
し
て
く
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
じ
っ
さ
い
に

は
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。「
自
分
で
も
ち
ょ
っ
と
よ
く
な
か

っ
た
か
な
、
と
思
う
と
き
に
は
、
自
信
な
さ
そ
う
に
空
を
見
上
げ
る
」

と
あ
る
よ
う
に
、
リ
ュ
ウ
自
身
が
、
自
分
の
行
動
に
自
信
を
も
っ
て
い

る
と
き
に
は
、
お
母
さ
ん
が
や
さ
し
い
風
を
吹
か
せ
て
く
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
た
の
で
す
。
と
す
れ
ば
、
五
年
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
教
室

の
雰ふ
ん

囲い

気き

が
変
わ
っ
た
り
、
自
分
自
身
が
い
じ
め
の
標
的
に
な
っ
た
り

し
て
、
か
つ
て
の
よ
う
に
自
信
を
も
っ
て
ふ
る
ま
え
な
く
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
ん
な
自
信
の
な
い
リ
ュ
ウ
に
は
、
以
前
の
よ
う
な
軽
や
か

な
風
は
吹
か
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

問
八　

ニ
シ
ム
ラ
く
ん
が
、
リ
ュ
ウ
か
ら
目
を
そ
ら
し
た
り
、
申
し
訳
な

さ
そ
う
に
し
て
い
た
こ
ろ
は
、
ま
だ
、
リ
ュ
ウ
に
対
し
て
申
し
訳
な
い

と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
と
う
ぜ
ん
、
ニ
シ
ム
ラ
く

ん
は
し
か
た
な
く
ウ
エ
ダ
に
し
た
が
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
ん

な
弱
虫
な
自
分
を
な
さ
け
な
く
も
思
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
ニ

シ
ム
ラ
く
ん
が
自
ら
す
す
ん
で
ウ
エ
ダ
に
近
づ
い
た
り
、
ウ
エ
ダ
の
仲

間
に
な
っ
て
い
っ
た
の
は
、
自
分
が
な
さ
け
な
い
人
間
だ
と
い
う
こ
と

を
打
ち
消
し
た
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
自
分
か
ら
す
す
ん
で
ウ
エ
ダ

と
行
動
を
と
も
に
し
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
自
分
は
弱
虫
で
は
な
い

と
言
い
張
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
ニ
シ
ム
ラ
く
ん
の
態

度
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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